
 

今回の『一読あれ』のキーワードは【学び】です。あらゆる学問で役立つ、学びの前提となる基本的な力を
身につけましょう！「書く」「考える」「読む」「話す」をメインに関連本を集めました。ここでは、その一部をご

紹介。このほかにも【3F一読あれコーナー】で多数展示していますよ！ 

『基礎からわかる論文の書き方』  

小熊英二著 
 

論文を書く方法を知るだけでなく、論文とは

何かをまず理解することを勧めている本で

す。第 1章だけでも必読です。 

 

『文章の問題地図 「で、どこから変える?」 

伝わらない、時間ばかりかかる書き方』   

上阪徹著 
 

始めからたくさんの文字を書こうとするのではな

く、いくつかの「素材」を用意してまとめてみる。

書くことが苦手な方におすすめです。 

 

『英語日記 boy  

海外で夢を叶える英語勉強法』  

新井リオ著 
 

留学ではない方法で英語を習得。英語日記を

書くというアイデアはコツコツ続けられそうで

す!目指すものがあることも強みになります。 

 

『なぜ、読解力が必要なのか?  

社会に出るあなたに伝えたい』  

池上彰著 
 

あふれる情報(文章)を読み理解する、会話のな

かで相手の意図を察するなど読解力は必要な力

です。わかりやすく伝えてくれるおすすめ本です。 

 

『勉強大全  

ひとりひとりにフィットする 1からの勉強法』  

伊沢拓司著 
 

受験をテーマに掲げていますが、それだけに

収まらない本です。著者の経験からまとめた

「勉強の原理」を参考に、自分の「手段」を探り

ましょう。 

 

『１分で話せ 世界のトップが絶賛した 

大事なことだけシンプルに伝える技術』  

伊藤羊一著 
 

何かを伝える時はあれもこれもと並べ立てる

より、一番伝えたいことをコンパクトにまとめ

る方法を身につけることが効果的です。 

 

『入門『地頭力を鍛える』 

32のキーワードで学ぶ思考法』   

細谷功著 
 

AI時代に身につけておきたい思考力＝ 

自分の頭で考え解決する(地頭力【じあたまり

ょく】)。今まで重視されていた能力から新たな

能力へシフトしていきましょう。 

 

『人は話し方が９割 １分で人を動かし、 

100%好かれる話し方のコツ』   

永松茂久著 
 

日常でのコミュニケーションは大事です。人生

を豊かなものにするためにも話し方をほんの

少し気をつけてみませんか？ 

 

『本の読み方 スロー・リーディングの実践』   

平野啓一郎著 
 

速読の本は多いですが、この本は速さや量では

なく『質』を大切にする読書術です。本が苦手な

人も読むのが楽しくなる工夫を伝えてくれます。 

 

『なぜ、いま思考力が必要なのか? 

社会に出るあなたに伝えたい 』   

池上彰著 
 

まわりに流され思考停止に陥っていませんか？

自分をよく知るためにも、真実に近づこうと自

分で考える努力ができる人になりたいですね。 

 


